
§1．はじめに

放物線の頂点を含む微小な部分は円の弧のように

見える。そこで，放物線における頂点を含む微小な

部分について，半径がどのくらいの円の弧に近似さ

れるのかを考察したい。

§2．放物線の頂点における�曲率半径�の定義

放物線の頂点における�曲率半径�を次のように

定義する。

放物線の頂点をP，この放物線上のPと異なる点

をQとする。2点 P，Qを通りPにおいてこの放物

線に接する円の半径を rとする。このとき，極限値

lim


rを頂点Pにおける�曲率半径�と呼ぶことと

する。

この定義は，放物線における頂点を含む微小な部

分が“円の弧”に近似されると考えたときのその円の

半径という意味になる。

§3．放物線 =a
 の頂点における曲率半径

まず，放物線 =a の原点Oにおける曲率半径

を求める。

a>0 とする。

軸の正の部分に中心をもち，原点Oで 軸に接

する半径 rの円 +(−r)=r と放物線 =a

との共有点のうち，原点Oと異なるものの 1つをQ

とし，Qの 座標をαとする。

αは +(a−r)=r の解の 1つであるから，

α+aα−2arα=0，α0 より

aα+(1−2ar)=0

よって r=
aα+1
2a

=
aα

2
+
1
2a

ここで，Q→O  α→ 0 であるから，放物線

=a の原点Oにおける曲率半径は

lim


r=lim


r=lim
 

aα

2
+
1
2a =

1
2a

(a>0)

次に a<0 とする。

軸の負の部分に中心をもち，原点Oで 軸に接

する半径 rの円 +(+r)=r と放物線 =a

との共有点のうち，原点Oと異なるものの 1つをR

とし，Rの 座標を βとすると，先と同様の計算に

より，

lim


r=lim


r=−
1
2a

(a<0)

を得る。

以上をまとめると，放物線 =a の原点Oにお

ける曲率半径は
1
2 a 

である。

例えば，放物線 =
1
2
 の頂点を含む微小な部

分は，半径 1の円の弧に近似される。

§4．放物線の頂点における曲率半径

一般の放物線 =a+b+c については，放物

線 =a と合同であるから，頂点における曲率半

径は§3．で得たものに同じ
1
2 a 

である。したが

って，まとめると次のことがいえる。

�放物線 =a+b+c の頂点を含む微小な部

分は，半径
1
2 a 

の円の弧に近似される。�
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